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草津市の地域幸福度（Well-Being）指標アンケート調査の実施について 

１ 調査の概要 

◆名称： 草津市の地域幸福度（Well-Being）」指標アンケート調査 

◆目的： 「第６次草津市総合計画第２期基本計画（令和７年度～令和１０年度）」の策定を進めるにあたり、市

民が感じている「暮らしやすさ」や「幸福感（Well-Being）」を可視化し、今後のまちづくりの参考

にするため実施 

◆調査対象： 市民３，０００人 

         ※４月１日現在で１８歳以上の市民から、年齢・居住地域の２段階による無作為抽出 

◆調査方法： 郵送およびインターネットによる調査 

◆調査項目： ①回答者の属性 

         ②地域における幸福度・生活満足度（５項目） 

         ③生活環境（２７項目） 

         ④地域の人間関係（１０項目） 

⑤自分らしい生き方（９項目） 

         ⑥自由記述 

※②～⑤の設問は、一般社団法人スマートシティ・インスティテュートが作成し、デジタル庁がデジタ

ル田園都市国家構想の実現に向けて全国の自治体での活用を推進しているものを使用 

２ スケジュール 

  ～～～対象者基準日（４/1）～～～  

４月 ３０日 部長会議（重要報告）  

  議会説明（正副議長、ポスティング）  

５月 １３日 調査票発送〔～６/５締切〕   

６月中旬～下旬  回答結果集計・デジタル庁サイト内のダッシュボード（個別調査結果）に反映 

※別途、ウェルビーイングにかかる職員研修を実施予定（６月６日） 

【報１－１】 
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 ＜参考１＞ 

地域幸福度（Well-Being）指標について             

地域幸福度（Well-Being）指標とは、主観指標と客観指標のデータをバランスよく活用し、市民の「幸福

感（Well-Being）」と「暮らしやすさ」を数値化し、可視化するためのもので、デジタル庁が全国の自治体で

の活用を推進している共通指標です。 

主観指標【アンケートによる主観データ】 客観指標【オープンデータによる客観データ】 

・ アンケートで集めたデータをもとに、主観的な  

「幸福感（Well-Being）」を可視化 

・ 時系列での比較に強い 

・ 国等が実施する各種統計調査のオープンデー

タ等から、客観的な「暮らしやすさ」を可視化 

・ 分野間などの比較に用いる 

 

 

主観指標は、地域における幸福度・生活満足度を計る４つの設問と、３つの因子群（生活環境、地域の 

人間関係、自分らしい生き方）から構成されています。 

 

 

 

 

 

 

あらかじめ用意された設問項目でアンケート調査を実施し、デジタル庁「地域幸福度（Well-Being）指標

サイト」にアップロードすることで、同サイトのダッシュボード（個別調査結果）に反映されます。これにより、

主観指標と客観指標のグラフの形や数値を用い、本市の特徴を俯瞰的に捉えるためのデータが活用できる

ようになります。 

また、ダッシュボードはオープンデータ化されていることから、地域幸福度（Well-Being）指標を活用し

ている他の都市との比較も可能となります。 
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＜参考２＞ 

ダッシュボード活用例 （デジタル庁「地域幸福度（Well-Being）指標利活用ガイドブックから抜粋。イメージとし掲載されているため、一部不鮮明な部分がございます。） 

①因子（カテゴリー別）の偏差値のレーダーチャート 
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②因子分析用グラフ 
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③他の自治体との比較資料 

 


